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い
き
づ
く
森
と
水
と
文
化
。

今
年
も
国
内
・
外
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
、
森
の
中
に
作
品

を
制
作
し
ま
す
。

展
示
期
間
、
月
四
日
（
士
）

か
ら
ｎ
月
３
日
（
祝
）

場
所
布
佐
市
民
の
森
、
相

島
の
森
、
古
利
根
公
園
（
下

図
参
照
）

※
古
利
根
公
園
で
は
、
取
手

市
の
「
取
手
リ
・
サ
イ
ク
リ

ン
グ
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
０
２
」
の
出
展
作
品

も
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
無
料

‐
ジ
ロ
守
去
却
司
パ
ロ
４
劃
α
甜
乳
列
０

．
公
開
制
作
：
．
、
月
喝
日
い
「
池
の
形
の
テ
ー
ブ
ル
」
パ
ル
・
ペ
ー
タ
ー
作
出
会
え
る
か
も

（
日
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
◎
レ
ク
チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
：
心
日
主
催
我
孫
子
野
外
美
術
展
実
行
委

テ
ィ
ス
ト
の
制
作
風
景
が
ご
覧
に
な
（
土
）
、
空
旦
水
）
、
幻
旦
旦
、
訓
日
員
会
（
江
上
垂
０
９
０
１
９
８
５
８

れ
ま
す
采
）
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
、
布
佐
１
４
６
２
５
）

◎
オ
ー
プ
ラ
グ
セ
レ
モ
ニ
！
ィ
市
民
の
森
花
の
広
場
集
合
ア
ー
テ
ー一

議

ベ
ン
ト
：
心
旦
士
）
午
前
ｎ
時
か
ら
、
イ
ス
ト
が
森
の
中
の
作
品
を
わ
か
り

布
佐
市
民
の
森
花
の
広
場
①
我
孫
や
す
く
解
説

か
つ
ば

子
河
童
太
鼓
②
現
代
ダ
ン
ス
〈
②
◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
：
力
日
（
且
午

は
ｍ
旦
旦
も
開
催
〉

後
２
時
か
ら
、
布
佐
市
民
の
森
む
く

〆

第
５
回
我
孫
子
野
外
美
術
展

r可
10/31

1

11/3
▼

日
本
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

第
哩
回
日
本
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
が
、
沁
月
訓

日
か
ら
皿
月
３
日
ま
で
、
我
孫
子

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
き
れ
ま
す
。

我
孫
子
出
身
の
寄
木
功
プ
ロ
を

は
じ
め
国
内
・
外
か
ら
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
戦
後
の
日
本
ゴ
ル
フ
界

の
旗
手
で
あ
り
、
多
く
の
ス
タ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
育
て
あ
げ
た
、
本

1

11/3
＃

市
内
３
カ
所
の
森
で

’
’
１

国
内
。
外
の

ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
出
場

市
在
住
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
林
由

郎
氏
に
、
「
我
孫
子
市
民
文
化
ス

ポ
ー
ツ
栄
誉
章
」
を
授
与
し
ま
す
。

な
お
、
観
戦
希
望
の
方
は
、
ゴ

ル
フ
場
で
前
売
券
・
当
日
券
を
お

買
い
求
め
く
だ
き
い
・

主
催
（
財
）
日
本
ゴ
ル
フ
協
会

画
我
孫
子
ゴ
ル
フ
慎
鐸
黍
鋤
垂
７

１
８
２
１
０
１
１
１
、
市
秘
審
課
．

内
線
２
０
５

．’

a

、

の
木
広
場
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、

自
然
と
語
り
合
う
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

◎
ア
ー
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
皿
月
２

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
布
佐
市
民

←我孫子東消防署。 国道356号

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
皿
月
２

後
２
時
か
ら
、
布
佐
市
民

の
森
花
の
広
場
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
一
緒
に
草
の
上

で
お
話

た
き
ぎ

◎
薪
神
楽
．
．
ｎ
月
２
日

王
）
午
後
４
時
犯
分
か
ら
、

布
佐
市
民
の
森
花
の
広
場

か
い

布
佐
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
が
、

薪
に
映
え
る
舞
台
で
上
減

〈
雨
天
時
３
日
（
祝
）
に
順

延
〉

◎
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
…
ｎ
月

３
旦
祝
）
正
午
か
ら
、
相

島
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
販

売
。
気
に
入
っ
た
作
品
に

9

際
Ｐ
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
れ
た
よ
マ
マ

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
、
皆
さ

ん
で
お
楽
し
み
く
だ
き
い
。

日
時
、
月
加
日
（
日
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
〈
雨
天
の
場
合
は
幻
日

（
日
）
に
延
期
〉

場
所
湖
北
台
中
央
公
園

内
容
企
業
展
示
（
市
内
の
産
業
や

企
業
の
展
示
Ｐ
Ｒ
）
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、

大
道
芸
、
風
船
の
無
料
配
布
（
先
着

１
５
０
０
個
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

展
示
と
無
料
配
布
、
青
空
市
、
も
ち

ま
き
、
小
動
物
ラ
ン
ド
、
金
魚
す
ぐ

、

⑳
雪
回
産
業
ま
つ
り

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

惨
一
人
ひ
と
ワ
が
主
役
に

西

少
一
ち
ち
へ
塞
げ
て
も
ち
圭
房
鐸
子

い
、
太
鼓
、
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、

包
丁
研
ぎ
（
午
前
、
時
か
ら
受
け
付

け
。
１
人
２
丁
ま
で
先
着
２
０
０
丁
）

入
場
料
無
料
（
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
金
魚

す
く
い
は
１
回
１
０
０
円
）

※
会
場
周
辺
の
道
路
は
、
駐
車
禁
止

で
す
。
自
動
車
で
来
場
の
方
は
、
湖

北
台
東
小
学
校
校
庭
の
臨
時
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
き
い
◎

主
催
我
孫
子
市
青
壮
年
会
議

固
市
商
工
観
光
課
・
内
線
５
０
５

子
ど
も
の
原
点
「
あ
そ
び
」
を
通

じ
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
、
月
郡
日
（
土
）
午
前
９
時
犯

分
か
ら
午
後
３
時

場
所
ア
ビ
ス
タ

内
容
◎
吹
奏
楽
の
仲
間
た
ち
◎

子
ど
も
華
道
教
室
◎
平
安
貝
あ
わ

せ
◎
太
極
拳
◎
お
も
ち
ゃ
の
病

院
◎
昔
の
遊
び
◎
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
教
室
◎
囲
碁
教
室
◎
童
謡
教

←

｜イ0月加旧)は参議院千葉県選出議員補欠選挙の投票目
～大切な－票です必ず投票しましょう～

拶漂時間は､午前7時から午後8時までです｡なお､不在者投票は､次の市内3カ所でできます。

O我孫子市役所C会議室(市民会館南隣)…10月10日(木)から26日(土)､O湖北地区公民館､布佐市民センタ

ー本館･10月19日(土)から26日(土)､いずれも午前8時30分から午後8時まで

圃選挙管理委員会事務局･内線345

室
◎
手
作
り
遊
具
◎
折
り
紙

パ
ズ
ル
◎
実
験
手
品
◎
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
◎
手
賀
沼
紙
芝

居
◎
絵
手
紙
教
室
◎
実
験
お

か
し
◎
木
工
作
◎
草
木
染

◎
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ア
コ
ー
ナ
ー

◎
あ
び
っ
こ
の
主
張
◎
か
え
つ

こ
（
ザ
ー
ル
（
お
も
ち
ゃ
交
換
会
）

入
場
料
無
料
ヨ
ー
ナ
ー
に
よ

っ
て
は
実
謎
負
担
が
あ
り
ま
す
）

※
当
日
、
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

主
催
あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り
実

行
委
員
会
箭
野
垂
０
９
０
１
９

３
４
９
１
３
８
３
且

~、

．’

Ｉ
Ｉ｜

’
１
１

ノ

サ イリ 社会の実現をめク ル ざして

国の定める手賀沼の
派~寶環墳墓一準
千葉県湖沼水質保全計画
にまる年平均目標COD値
平成13年9月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

平成14年9月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

5鵬/1M下

12鵬/、

9.3mg/0
－

10鵬/0
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沼の魅力を高めよう
◎
流
域
で
進
め
る
水
質
浄
化

現
在
、
国
・
県
・
流
域
の
市
町
村

で
は
手
賀
沼
浄
化
の
た
め
に
、
多
く

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
千
葉
県
が
今
年
３
月
に
策
定
し

た
第
４
期
湖
沼
水
質
保
全
計
画
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
左
表
）
。

ま
た
、
平
成
哩
年
４
月
か
ら
本
格

稼
働
し
た
国
土
交
通
省
の
北
千
葉
導

水
は
、
利
根
川
の
水
を
浄
化
用
水
と

し
て
手
賀
沼
に
注
入
し
、
水
質
向
上

に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

き
ら
に
今
年
度
か
ら
、
残
き
れ
た

自
然
環
境
を
生
か
し
、
水
遼
の
確
保

や
水
生
植
物
・
水
辺
の
保
全
を
含
め

た
一
体
的
な
水
環
境
の
回
復
を
図
る

た
め
「
手
賀
沼
水
循
環
回
復
行
動
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｉ

ま
だ
ま
だ
ガ
ン
バ
ル
水
質
浄
化

つ
つ
あ
る

「
水
質
汚
濁
ワ
ー
ス
ト
ー
」
の
汚

名
を
幻
年
間
背
負
っ
て
き
た
我
孫
子

の
シ
ン
ボ
ル
、
手
賀
沼
。
広
報
あ
び

こ
９
月
超
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
そ
の
汚
名
を
初
め
て
返
上
し

ま
し
た
。

沼
の
周
辺
は
都
市
化
が
進
み
、
沼

に
は
「
汚
れ
て
い
る
」
「
臭
墜
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
野
鳥
の
オ
ア
シ

ス
で
あ
る
貴
重
な
水
辺
や
湿
地
、
斜

面
林
、
水
田
が
ま
だ
ま
だ
残
き
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
野
鳥
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

生
か
す
た
め
に
、
手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー

プ
、
レ
ン
ゲ
米
づ
く
り
、
沼
沿
い
の

◎
市
の
取
り
組
み

沼
に
流
れ
込
む
汚
濁
の
発
生
源
の

約
６
割
は
生
活
排
水
で
す
。
市
は
下

水
道
整
備
に
重
点
を
置
き
、
哩
年
度

末
現
在
、
市
内
の
手
賀
沼
流
域
の
下

水
道
普
及
率
は
約
認
％
ま
で
向
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域

以
外
で
は
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
義

務
づ
け
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

の
た
め
に
補
助
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

次
に
、
２
番
目
の
汚
濁
原
因
と
な

っ
て
い
る
市
街
地
か
ら
の
排
水
対
策

で
す
。
手
賀
沼
公
園
と
根
戸
地
先
の

排
水
路
に
沈
殿
槽
を
設
置
し
て
排
水

中
の
ゴ
ミ
を
除
去
し
て
い
ま
す
。
ま

た
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
行
っ
て

い
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
で
道
路

や
側
溝
を
清
掃
し
、
雨
水
と
一
緒
※
、

手
賀
沼

斜
面
林
の
保
全
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
ざ
ら
に
、
絶
滅
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
水
生
植
物
の
ガ
シ
ヤ

モ
ク
の
復
活
の
試
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
機
会
に
手
賀
沼
に
足
を
運
び
、

「
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
手
賀
澄

を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
手

賀
沼
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
は
ず

で
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
手
で
、
水

が
き
れ
い
で
多
く
の
生
物
が
す
む
、

自
然
豊
か
な
手
賀
沼
を
取
り
戻
し
ま

し
ょ
う
。

、

私
た
ち
〃
美
し
い
手
賀
沼
を
愛

す
る
市
民
の
連
合
会
〃
は
、
平
成

７
年
廻
月
に
発
足
し
、
現
在
空
の

市
民
団
体
で
樵
成
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
「
手
賀
沼
流
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
行
政
と
共
同
で
企

さらなる

浄化のために

市民も意識改革を
田口迪夫さん
(美しい手賀溌愛する市民鵬合鈴長・柏市雛）

は
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
に
関
す
る

要
望
や
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
手
賀
沼
の
水
質
も
随
分

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
第
一
に
北
千
葉
導
水
が
平

成
皿
年
度
か
ら
本
格
稼
動
き
れ
た

こ
と
、
第
二
に
下
水
道
の
普
及
、

‐
し
ゅ
ん
せ
つ

第
三
に
ヘ
ド
ロ
の
凌
深
だ
と
考
え

ま
す
。さ

ら
に
手
賀
沼
が
き
れ
い
に
な

る
た
め
に
は
、
市
民
の
意
識
改
革

も
必
要
で
す
。
私
た
ち
市
民
一
人

ひ
と
り
は
何
が
で
き
る
か
を
常
に

考
表
広
い
地
域
の
会
員
と
と
も

に
家
庭
で
の
水
周
り
の
改
善
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

昔
の
手
賀
沼
の
よ
う
に
、
水
草

が
自
生
し
美
し
い
手
賀
沼
と
な
つ

」

手
賀
沼
は
全
国
有
数
の
へ
ラ
ブ
た
ち
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

ナ
釣
り
の
名
所
で
す
。
し
か
し
、
今
の
楽
し
み
は
、
手
賀
沼
の
中

訪
れ
た
人
々
に
汚
い
と
思
わ
れ
て
か
ら
眺
め
る
景
色
で
す
。
朝
も
や

い
る
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
の
中
の
静
け
ざ
、
夕
焼
け
に
染
ま

そ
れ
は
、
水
質
そ
の
も
の
よ
り
も
る
手
賀
沼
そ
し
て
穏
や
か
な
水

水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
ゴ
ミ
な
ど
面
か
ら
眺
め
る
冬
の
富
士
山
の
表

か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
情
は
、
手
賀
沼
と
と
も
に
暮
ら
し

こ
の
た
め
、
私
た
ち
の
組
合
も
て
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
毎
日

年
４
回
の
手
賓
沼
清
掃
に
参
加
し
、
で
す
。

ｌ
』

平成11年度からの月ごとのCOD値(我孫子市測定）

(mg/4) 採水場所：手賀沼公園沖日々 変化する手賀沼

の表情が楽しみ
卜

凸
Ｐ

30

25

津川勝彦さん

(手賀沼貸艤協同組合礁騨‘獅子細在住）

121
20AQ

21
0

1.920

1711g
■

■

■

■

■

５
《

１
二
０
０列１1515

15そ
の
う
ち
哩
月
に
は
市
民
団
体
と

協
力
し
て
５
０
０
人
以
上
の
方
々

の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
北
千
葉
導
永
に
よ
る
注

水
に
よ
っ
て
手
賀
沼
は
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。
ワ
カ
サ
ギ
や
ア
ユ

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ボ
ラ

が
飛
び
跳
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

オ
オ
バ
ン
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
カ
ワ

ウ
が
潜
り
、
カ
ワ
セ
ミ
が
水
面
を

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

水
質
の
改
善
と
と
も
に
、
魚
や
烏

＆

,ｮ'51、

10

御--ﾏ剛
5hf5p

5

１１１

０
１－１１１１１１１－１１

１
８１－１１１１１１１１

１
０１１１１１１－１１

47101

平成11年度
| 47101147101

1平成12年度｜平成13年度
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114年度
〆
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賀
第4期湖沼水質保全計画のおもな事業(平成13年度から17年度）

事業名 ｜計画目標（平成13～17年度）｜進捗率
I

進捗率
（％）

事業名
）内は事業主体 13年度実績（

下水道整備事業（千葉県およ
び関係市町村）

5,200人増

161基増

処理人口3万人増 17．3
9

人々の輪の力で手賀14．8
－

合併処理浄化槽整備事業（我
孫子市ほか6市1町1村）

14．81,086基増

雑排水2,650㎡/日
初期雨水137㎡/日

100

50．6
市街地排水対策モデル事業
（手賀沼浄化事業連絡会議）

雑排水2,650wi/日
初期雨水271㎡/日 ※

に
沼
に
流
入
す
る
チ
リ
や
ゴ
ミ
を

減
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ

で
は
、
水
生
植
物
が
汚
濁
物
質
を
吸

収
・
吸
着
す
る
性
質
を
利
用
し
て
水

質
浄
化
を
行
う
と
と
も
に
、
手
賀
沼

の
動
・
植
物
の
生
息
場
所
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

手
賀
沼
沿
い
の
斜
面
林
は
、
条
例

を
制
定
し
、
市
に
よ
る
買
い
取
り
も

含
め
た
保
全
を
進
め
て
い
ま
す
。
レ

ン
ゲ
を
緑
肥
と
し
た
「
レ
ン
ゲ
米
」

づ
く
り
や
市
民
農
園
・
体
験
水
田
な

ど
沼
沿
い
の
農
地
の
保
全
と
あ
わ
せ

て
、
自
然
の
持
つ
浄
化
能
力
と
沼
の

景
観
を
保
謹
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
岡
発
戸
・
郡
部
の
谷
津
ミ

ユ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
谷
津
内
の
水
田
、

湧
き
水
、
周
辺
の
斜
面
林
の
保
全
、

排
水
路
の
多
自
然
型
改
修
を
行
い
、

手
賀
沼
の
原
風
景
の
再
生
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

手
賀
沼
浄
化
の
た
め
に
は
市
民
が

8.1万前 20．3しゅんせつ事業（千葉県） 40万､イ

’
年間導水量
1億4131万6000ni

植栽3600Iwi(1万株）
回収量276トン

通水量最大10ni/秒北千葉導水事業（国土交通省）

ホテイアオイ植栽。回収事業
（手賀沼浄化事業連絡会議）

20．01万8000IT1

アオコ回収事業（手賀沼浄化
事業連絡会議）

乾物3.42トン乾物8.95トン 38．2

河川浄化施設設置事業(千葉県)|大津jll浄化施設改修|(15｡16年度実施)I==

中
心
と
な
っ
た
活
動
の
輪
づ
く
り
が

重
要
で
す
。
市
民
、
国
、
県
、
流
域

市
町
村
、
各
種
研
究
機
関
と
連
携
し

た
手
賀
沼
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

、一

か
つ
て
手
賀
沼
で
水
遊
び
や
魚

取
り
を
し
て
楽
し
ん
だ
こ
ろ
が
、

今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。
緑
豊
か
な
山
林
が
消
え
、

湧
き
水
も
枯
れ
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
た
動
植
物
た
ち
も
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
、
沼
を
取
り
巻

く
自
然
環
境
に
も
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な

自然が与えてくれた

景観を大切に b

日暮朝納さん

(手賀沼トラスト代表・根戸在住）
p

お
、
沼
の
周
辺
に
は
私
た
ち
を
ひ

き
つ
け
る
魅
力
が
た
く
ざ
ん
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
手
賀
沼
ト
ラ
ス
ト
は
、

市
民
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供
、
農
業
を
中
心
と
し
た
地

域
の
活
性
化
、
生
活
文
化
や
芸
術

活
動
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
通
し

て
手
賀
沼
周
辺
の
自
然
景
観
と
生

活
文
化
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
雑
木
林
の
中
の
散
策

路
づ
く
り
、
自
然
・
農
業
体
験
活

動
、
焼
き
芋
大
会
、
竹
細
工
教
室
、

展
示
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
沿
い
に

植
栽
し
た
花
ハ
ス
は
、
旬
に
見
事

な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

今
後
も
、
手
賀
沼
を
は
じ
め
、

自
然
が
与
え
て
く
れ
た
貴
重
な
景

観
を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

市氏凶晉箙の郷土賞

料コーナーには、手
賀沼に関する本がた

、ー ノ

1
私
た
ち
は
、
平
成
超
年
度
か
ら

手
賀
沼
に
隣
接
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

の
手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
に
参
加
し
、

手
賀
沼
の
植
物
相
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
し
て
い
ま
す
。

９
月
晒
日
の
市
の
広
報
紙
で
ワ

ー
ス
ト
ー
脱
出
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
と
お
り
、
手
賀
沼
の
水
質
は

数
年
前
に
比
べ
る
と
格
段
に
向
上

遊びに来て親しみを

感じることが

浄化への第一歩

１
１

＝

千葉道徳さん
亀

(手醐ｵﾄー 手づくりゾー ﾝ参加者，東獅子雛）

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
人
の
人
が
そ
れ
で
水
が
き
れ
い

に
な
っ
た
と
実
感
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。

手
賀
沼
の
良
さ
は
、
何
と
い
っ

て
も
水
と
自
然
環
境
で
す
。
沼
の

に
お
い
や
景
観
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、

草
花
の
咲
く
姿
な
ど
自
然
を
体
で

感
じ
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
実
感

で
き
る
も
の
で
す
。

手
賀
沼
が
も
た
ら
す
豊
か
な
環

境
は
、
我
孫
子
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
財
産
で
す
。
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
は

特
定
の
種
だ
け
で
な
く
、
多
種
多

様
な
生
物
が
共
存
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
手
賀
沼
に
遊
び
に
来
て
、

親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
、
そ
れ
が
一

手
墓
浄
化
へ
の
第
一
歩
と
な
る

は
ず
で
す
。

Ｉ

0

I|流域人口

手
蛮
沼
の
水
を
回
復
し
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

多
く
の
人
々
が
手
賀
沼
を
知
り
、
手

賀
沼
と
触
れ
合
い
、
手
賀
沼
の
回
復

、

湖
北
音
頭
に
〃
沖
田
山
か
ら
手

か
す

賀
沼
み
れ
ば
小
焼
け
夕
焼
け
霞
む

富
士
呼
ん
で
み
よ
う
か
藻
取
り
舟
々

と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
の
き
れ
い
だ
っ
た

こ
ろ
の
手
賀
沼
の
風
物
詩
で
、
昭

和
麺
年
代
こ
ろ
の
農
民
は
、
船
で

ガ
シ
ヤ
モ
ク
（
沈
水
性
植
物
）
を

た
い
ひ

取
り
、
畑
や
水
田
の
堆
肥
と
し
て

手賀沼を誇れる

まちづ<Ijのために

ガシヤモクや

マシジミが

生息できる沼に
星野保さん

(籟沼にﾏｼﾐﾋｼﾔﾓｸ雄溌せ絵備,中職住）

の
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
市
街
地
の
中
で
も
、
四
季
を

感
じ
、
環
境
に
や
さ
し
い
住
み
方
を

め
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

宅
地
内
に
実
の
な
る
木
を
植
え
た

り
、
花
壇
づ
く
り
で
緑
を
増
や
し
た

り
、
雨
水
を
地
中
へ
浸
透
き
せ
た
り

す
る
こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
自
治
会
等
で
の
一
斉
清
掃
・
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
稜
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
台
所
の

三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ろ
紙
袋
を
使
用
し
、

食
器
の
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗

う
な
ど
水
回
り
の
改
善
も
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

手
賀
沼
を
思
い
や
り
、
手
賀
沼
と

と
も
に
生
き
る
暮
ら
し
を
「
誇
れ
る
」

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

、

利
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
、
汚
濁
が
進
み
、
沼
の
象
徴

と
も
い
え
る
ガ
シ
ヤ
モ
ク
と
マ
シ

ジ
ミ
（
貝
類
）
は
絶
滅
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
、
国
と
県
の
協
力

を
得
て
、
手
賀
川
周
辺
に
ガ
シ
ヤ

モ
ク
再
生
池
を
２
カ
所
、
そ
し
て

北
千
葉
導
水
路
第
二
機
場
に
も
池

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
手

賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
の
一
角
に
湧
水

と
雨
水
だ
け
の
ガ
シ
ャ
モ
ク
池
を

つ
く
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
会
は
、
国
や
県
、
専

門
家
の
方
た
ち
と
共
に
、
再
生
し

た
ガ
シ
ャ
モ
ク
や
マ
シ
ジ
ミ
の
調

査
・
研
究
を
行
い
、
手
賀
沼
に
関

す
る
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
き
れ
い
に
な
っ
た

手
賀
沼
で
、
ガ
シ
ヤ
モ
ク
や
マ
シ

ジ
ミ
が
生
息
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ

手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
７

川
１

ノ

広 さ

水の量

深さ

沼のまわりの長さ

水の流れ込む

地域（流域）

流域の広さ

6.5k,1

(東京デｨズﾆーﾗﾝドの約14倍）

560万トン(東京ドー ﾑの約5倍）

平均0.86m最深3.8m

38km

我孫子市、松戸市、柏市、

流山市、鎌ケ谷市、印西市、

白井市、沼南町、本埜村

約148.85km

約48万人(平成12年3月末日）
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日
展
示
会
：
血
月
２
日
（
土
）
～
４

旦
休
而
時
～
画
時
（
４
日
は
遍
時

ま
で
）
、
芸
能
祭
．
・
血
月
画
旦
日
通

時
釦
分
～
”
時
（
入
場
無
料
）

所
つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル

内
展
示
会
：
．
手
工
芸
、
絵
画
、
書

道
、
生
け
花
、
茶
席
、
作
品
バ
ザ
ー

↓
て
や
り

（
３
且
芸
能
祭
．
：
大
正
琴
、
箏

曲
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
日
本
舞
踊
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
ほ
か

問
武
者
小
路
霊
７
１
８
４
１
４
３

９
４

日
：
．
日
時
誇
所
…
場
所
、
内
：

。
「
虹
」
七
宝
エ
芸
展

日
、
月
幻
日
（
日
）
・
墾
日
（
月
）
、

時
～
四
時
（
墾
日
は
画
時
ま
で
）

◎
展
示
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

日
、
月
幻
日
（
日
）
・
垂
日
（
月
）
、

時
～
ｎ
時

内
展
示
…
七
宝
焼
、
陶
芸
、
革
工

芸
ほ
か
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
…
弁

当
、
野
菜
、
包
丁
研
ぎ
ほ
か

◎
芋
煮
会

日
、
月
幻
日
（
日
）
皿
時
犯
分
～

蚕
無
料

所
。
問
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
垂

７
１
８
７
１
１
１
２
２

◎
音
楽
祭
内
展
示
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
ウ
オ
ー

曰
、
月
王
旦
土
浦
時
～
哩
時
ク
ラ
リ
ー
、
模
擬
店
、
沢
村
一
樹
ト

出
恵
愛
保
育
園
、
中
央
学
院
高
校
、
１
ク
シ
ョ
ー
（
加
日
）
ほ
か

湖
北
高
校
、
中
田
親
子
と
仲
間
た
ち
問
鶴
雅
祭
実
行
委
員
会
容
圃
７
１

。
「
肛
一
七
宝
工
芸
要
８
３
１
５
７
３
７

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
・
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
壷
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
蝿
蹟
諄
騨
鵬
潅

み
ま
せ
ん
か
龍
～
鯏
瀬
鮮
智
且
、

北
部
地
域
文
化
祭

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

秋
ま
つ
り

ｌ

傭
輪
６
房

日
。
所
、
月
率
旦
土
）
９
時
犯
分
い
Ⅸ
聴
・
・
“
．
。
；
‐
．
ｉ
・
．
、
愚
圏
腰
ぅ
贄
．

～
哩
時
、
湖
北
地
区
公
民
館
日
。
所
、
月
麺
日
（
土
而
時
～
血

内
は
さ
ん
で
「
パ
ン
」
、
ブ
ル
ー
時
釦
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ッ
ゼ
リ
ー
、
ス
ー
プ
内
「
が
ん
と
ど
う
共
生
す
る
か
～

内
容
、
種
．
：
種
目
、
蟹
．
：
出
席
者
・
出
演
者
へ
対
：
．
対
象
。
定
員
、
持
：
．
持
参
竪

所
川
村
学
園
女
子
大
学
（
当
日
は

天
王
台
駅
北
口
か
ら
無
料
バ
ス
あ
り
）

日
・
所
ｎ
月
１
日
（
金
）
・
２
日

（
土
）
、
時
～
遍
時
犯
分
、
東
京
大
学

柏
キ
ャ
ン
パ
ス
（
柏
市
柏
の
葉
）

内
研
究
室
・
実
験
室
の
公
開
、
体

験
学
習
、
模
擬
実
験
、
科
学
映
画
の

上
映
、
講
演
会
ほ
か

費
無
料

問
同
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
一
般
公

開
係
壷
７
１
３
６
１
３
１
０
７

日
、
月
奉
日
（
土
）
ｍ
時
～
ｎ
時
如

分
（
雨
天
実
施
）

所
と
み
せ
幼
稚
園
（
柏
市
根
戸
）

間
た
け
の
こ
の
会
・
大
野
壷
７
１

８
５
１
４
６
１
９

序
肥
も
〃
似
忰
ン
グ

東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
し
て

み
き
せ
ん
か

１
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
！

一
般
公
開

1

1

1

対
市
内
の
小
学
生
、
聖
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
５
０
０
円
（
材
料
代
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き

ん
、
台
ふ
き
ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
氏
名
（
２

人
ま
で
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
明
記
し
、
ｍ
月
四
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
４
７
若
松
爽
の
４
我
孫
子
地
区

公
民
館
垂
７
１
８
２
１
０
５
１
１

日
・
所
ｎ
月
５
日
（
火
而
時
～
ｎ

時
娼
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
蒙
庭
で
難
え
る
こ
と
、
育
て

る
こ
と
～
子
育
て
で
一
番
大
切
な
こ

と
っ
て
、
何
だ
ろ
う
～
」
講
師
…

の
り
こ

茂
呂
記
子
ざ
ん
（
日
本
家
庭
教
育
学

会
常
任
理
事
）

費
無
料

※
保
育
（
２
歳
以
上
、
先
着
巧
人
）

を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
し
込
み

問
我
孫
子
地
区
公
民
館
垂
７
１
８

２
１
０
５
１
１

日
。
所
ｎ
月
ｎ
日
（
月
）
・
哩
日

（
火
）
９
時
～
喧
時
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
つ
つ
じ
荘
隣
り
）

〈
全
２
回
〉

対
先
着
犯
人
（
参
加
無
料
）

せ
ん
て
い

持
花
バ
サ
ミ
、
剪
定
バ
サ
ミ
、
仕

事
に
適
し
た
服
装
、
昼
食
、
あ
れ
ば

折
り
た
た
み
ノ
コ
ギ
リ

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先

を
明
記
し
、
ｍ
月
奉
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
２
１
中
峠
２

６
０
７
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
垂

７
１
８
８
１
２
２
０
０

廉
の
実
会
家
灸
友
の
会
一
議
蕊
会

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
演
会

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

植
木
管
理
基
礎
講
座

シ
種
目
（
小
学
共
通
は
４
年
生
以
上
）
対
、
歳
以
上
の
小
学
生
と
保
護
者
、

而
民
剣
道
大
会
一
鑑
、
淵
訊
一
測
瀞
燗
糊
珊
一

日
。
所
ｎ
月
Ⅳ
旦
旦
９
時
開
会
、
申
往
復
ハ
ガ
キ
に
行
事
名
、
住
所
、

市
民
体
育
館
氏
名
、
年
齢
、
保
護
者
名
、
電
話
番

種
小
学
生
低
学
年
男
女
、
小
学
生
号
、
希
望
日
、
返
信
先
あ
て
名
を
明

高
学
年
男
女
、
中
学
生
男
子
、
中
学
記
し
、
ｎ
月
１
日
（
消
印
有
効
）
ま

生
女
子
、
高
校
生
男
子
、
高
校
生
．
で
に
〒
２
７
７
１
０
０
８
３
拍
市
日

一
般
女
子
、
一
般
男
子
３
段
ま
で
立
台
１
の
２
の
釦
柏
レ
イ
ソ
ル
営
業

一
般
男
子
４
段
以
上
（
８
種
目
）
部
念
７
１
６
７
１
０
７
１
７

費
…
愛
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
、
問
・

日
・
所
ｎ
月
、
日
（
日
）
８
時
釦
分

受
け
付
け
、
中
央
学
院
大
学
陸
上
競

技
場
（
小
雨
実
施
）

種
左
表
を
参
照

費
ひ
と
り
１
種
目
５
０
０
円
（
市

内
在
住
の
小
・
中
学
生
は
３
０
０
円
）

申
ハ
ガ
キ
に
出
場
種
目
、
最
近
の

記
録
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
所
属
を
明
記
し
、
ｍ
月
訓
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
２
７
０
１
１

１
４
３
天
王
台
１
の
喝
の
２
村
田
寛

壷
７
１
８
５
１
２
２
２
６
〈
大
会
要

項
は
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
教

育
委
員
会
、
市
民
体
育
館
に
用
意
）

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
６
時
か
ら

村
田
垂
７
１
８
５
１
２
２
２
８
へ

が
ん
の
治
療
と
緩
和
ケ
ア
～
」
講

師
志
真
議
莞
菌
襄
宅

ン
タ
ー
束
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
医
長
）

対
”
人

費
３
０
０
円

問
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１

１
１
３
１

陸
上
競
技
市
民
大
会

日
・
所
④
ｎ
月
四
日
～
塑
日
、
⑧

ｎ
月
弱
日
～
塑
日
、
◎
哩
月
３
日
～

６
日
の
い
ず
れ
も
喝
時
釦
分
～
媚
時

”
分
、
堤
些
西
部
図
書
館

内
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
ほ
か
（
中
級
程
度
）

対
県
内
在
住
の
加
歳
以
上
の
方
、

各
回
加
人
（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

費
無
料

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
の
講
座

（
④
～
。
）
を
明
記
し
、
ｍ
月
諏
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
２
２

５
２
松
戸
市
千
駄
堀
６
５
７
の
７
県

立
西
部
図
書
館
資
料
課
Ｉ
Ｔ
講
習
会

担
当
壷
０
４
７
１
３
８
５
１
４
６
４

８拍
レ
イ
ソ
ル
了
日
カ
メ
ラ
マ
ど

日
。
所
①
ｎ
月
面
旦
日
両
時
～

（
室
皐
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
戦
）
、
②
ｎ
月
知

日
主
）
叫
時
～
（
ガ
ン
バ
大
阪
戦
）
、

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
参
加
無
料
）

内
ピ
ッ
チ
内
で
の
練
習
風
景
の
撮

影
、
試
合
観
戦
、
作
品
の
提
出

対
叩
歳
以
上
の
小
学
生
と
保
護
者
、

各
加
組
犯
人
（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

持
カ
メ
ラ
（
デ
ジ
カ
メ
は
不
可
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
行
事
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
保
護
者
名
、
電
話
番

号
、
希
望
日
、
返
信
先
あ
て
名
を
明

記
し
、
ｎ
月
１
日
（
肖
邪
有
功
一
ま

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
小
・
中
学
生
３
０
０
円
、
高
校

生
以
上
５
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
種
目
を

明
示
し
、
ｎ
月
６
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
１
１
１
６
４
つ
く
し
野

１
の
７
の
嘔
藤
盛
砿
和
壷
７
１
８
３

１
０
６
９
８

ｌ
Ｔ
講
習
会
（
中
級
）

問
い
合
わ
せ
、
主
。
：
主
催
・
共
催

〆

1
、

’
／

谷津ﾐｭー ジｱﾑづくりにご参加を

自 然観察会
雑木林の下草刈り

ユリカモメを作って空にあげよう0157などの

腸管出剛性大腸菌感染症に

E ご用心f■ ’
とり だこ

鳥 凧教室
とりだこ

本物そっくりの烏凧を、

秋の空にあげてみません

凍撫鐵夢か。

今回作るのは､手賀沼’

の代表的な冬鳥"ユリカ

モメ"・竹ひごと和紙を1－－－‐

使って2日間で完成させ、ジャパンバードフェスティバ

ル会場(手賀沼親水広場)で凧あげをします。

日時･場所11月2日(土)・9日(土)午前10時から午後

4時…烏の博物館(凧づくり)、16日(土)午後1時30分

から3時･手賀沼親水広場(凧あげ）

※11月3日10日(日)は､作業の予備日として参力0者に

烏の博物館の会場を開放します。

指導烏の博物館友の会烏凧同好会の皆さん

定員先着16人(小学校4年生以下は保護者同伴）

参加費無料

持参材料を持ち帰る大きな袋

申し込み｡固電話で烏の博物館丑7185-2212へ
、

◎自然観察会

日時｡集合場所11月2日(土)午前9時30分東我孫

子駅南口広気鱗天中止）
内容植物の種の移動方法について指導員が解説

定員先着25人

参加費無料

◎雑木林の下草刈り

日時10月26日(士)午前10時から午後3時まで

(荒天中止）

集合場所申し込み時に説明します

※作業時間は、この時間帯の中で各自自由とします。

※作業できる服装でご参加ください。

持参軍手､あれI識など(午前午後とも参加の

方は昼食）

申し込み｡間いずれも電話で開催日の前日までに

手賀沼課･内線464へ

※開催の有無は､当日の午前8時からﾃﾚﾎﾝサー

ビス窓7185-5000ｺー ド番号850でお知らせします。

0157をはじめとする腸管出血性大腸菌感染症が

県内の各地で発生しています。

原因は特定されていませんが$これ以上の感染を

防ぐため､次のことにご注意ください。

＊感染症予防の基本は手洗い｡手は常に清潔をここ

ろがけ､食事の前には石けんで洗う習慣を。

＊加爵鯛理する食品は､加熱を十分に(中心温度75

度以上で1分以上)。

*擬き肉などをするときは､生肉と焼いた肉を扱う
箸を使い分けてください。また$生肉を切った包
丁やまな板で､他の食品を調理しないでください。

＊牛ﾚパー や牛刺しは､生食用と表示のある肉で。

小児や高齢者は､生食はなるべく避けてください。

＊下痢や血便､発熱を伴う症状があるときは､早め

に医療機関へ｡このような症状のあるときは､食

品の扱いはしないでください。

圃柏保僧折生活衛生課.疾病対策謀冠7167-1255

’
’

ノ ノ

高校
O

一般

中学

小学

男子

女子

男子

女子

男子

女子

100,,5000m,砲丸投吠走り幅跳び

100,,3000m,砲丸投吠走り幅跳び
1年…
100m、
1500m

1年…
100m

棚
棚

共通…100m､200m､800m、

關撫6繕職ﾙﾚー、

… 鯛
共通…100m､100
100mリレー､走り職

4X

び

稲仙釧織jx
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日
・
所
、
月
加
日
（
土
）
旧
時
知
分

～
巧
時
犯
分
、
ざ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民

プ
ラ
ザ
（
参
加
無
料
）

内
◎
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
発
表
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
◎
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

対
中
学
生
、
高
校
生

申
電
話
で
、
月
零
日
ま
で
に
ま
な

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ち
ぱ
壷

７
１
３
５
１
２
２
０
０

生
涯
学
習

一
ｒ
・
ｌ
Ｌ
９
‐
Ｉ
ｂ
Ｉ
‐
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｉ
９
Ｉ
０
ｒ
Ｉ
０
■
Ｐ
Ｌ
Ｐ
－
日
１
１
０
口
け
ｈ
，
■
０
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‘
Ｌ
Ⅱ
ｈ
ｒ
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｈ
ｌ
Ｉ
０
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｐ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
●
‐
Ｉ
Ｉ
Ｌ

二
松
学
舎
大
学
教
育
研
究
大
会

さ
あ
は
じ
め
よ
う
Ｉ

日
。
所
ｎ
月
零
日
（
祝
）
ｍ
時
開
会
、

二
松
学
舎
大
学
柏
沼
南
校
舎
（
沼
南

町
大
井
）
〈
参
加
無
料
〉

内
◎
講
演
会
弓
風
と
共
に
去
りけ

ん

ぬ
」
と
『
夜
明
け
前
」
」
講
師
…
剣

審
喜
ん
完
二
掌
奏
義

逗
◎
研
究
発
表
（
小
中
学
校
の

部
、
高
等
学
校
の
部
）
◎
白
樺
文

学
館
と
志
賀
直
哉
邸
跡
地
バ
ス
見
学

問
同
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
壷

７
１
９
１
１
８
９
６
０

日
・
所
皿
月
９
日
（
土
）
．
ｍ
日

（
且
の
１
泊
２
日
、
県
立
流
山
青
年

の
家
（
流
山
市
中
）

内
野
外
炊
飯
、
選
択
講
座
（
革
細

工
、
七
宝
焼
、
科
学
工
作
）
、
レ
ク

ど
ろ
ん
こ
塾

親
子
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
青
山
台
・
１
歳
４
カ
月
）

よ
し
も
と
は
る
か

吉
元
晴
香
ち
ゃ
ん

１
１
Ｉ
１
ｉ
ｌ
Ｉ
１

１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
Ⅱ

一
め
よ
う
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アや

か
ち

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
、
ふ
る
さ
と

フ
エ
ス
タ
ヘ
の
参
加

対
小
学
生
以
上
の
親
子
、
先
着
釦

組
帥
人
程
度

費
３
５
０
０
円
（
食
事
代
、
材
料

饗
、
保
険
料
）

持
筆
記
具
、
寝
間
着
、
タ
オ
ル
、

水
筒
、
洗
面
用
具
、
保
険
証

申
電
話
で
、
月
四
日
９
時
か
ら
県

立
流
山
青
年
の
家
ど
ろ
ん
こ
塾
担
当

垂
７
１
５
９
１
２
０
０
４

〕
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｜

↓
～
不
登
校
の
今
後
を
考
え
る
～
一

日
・
所
、
月
知
日
（
水
活
時
犯
分

～
”
時
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
国
際
学
園

中
・
高
等
部
（
柏
市
あ
け
ぼ
の
）

費
無
料

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
学
園
・

水
野
壷
７
１
４
１
１
０
５
６
７
咽
７

１
４
１
１
０
５
６
５

市
民
手
づ
く
り
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

プ
ラ
ン
ナ
ー

市
で
は
、
「
第
３
回
市
民
手
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
企
画
・
運
営

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
か
か
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
（
テ
ー

マ
・
講
師
の
決
定
）
、
運
営
ほ
か

し
の
ざ
き
る
い

篠
崎
塁
ち
ゃ
ん

（
柴
崎
台
。
１
歳
３
カ
月
）

。

I

Ｉ
Ｇ
Ｏ
且
宙
■
凸
ざ
■
、
囲
副
⑪
副
副
酬
引
師
引

I
’

対
、
人
程
度

※
無
報
酬
と
な
り
ま
す
。

申
電
話
で
皿
月
１
日
ま
で
に
市
民

活
動
支
援
課
・
内
線
４
８
９

日
・
所
毎
週
水
曜
日
喝
時
”
分
～

喧
時
犯
分
、
市
民
会
館

講
師
ウ
オ
ー
レ
ン
・
ひ
ろ
み
さ
ん

費
月
額
２
５
０
０
円

持
テ
キ
ス
ト
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
英

会
話
レ
ッ
ッ
ス
ピ
ー
ク
）

申
電
話
で
水
曜
英
会
話
会
・
山
脇

垂
７
１
８
５
１
３
５
３
０

中
国
語
。
中
国
料
理
サ
ー
ク
ル
会
員

所
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校

（
千
葉
市
緑
区
大
金
沢
町
）
．

訓
練
科
目
身
体
障
害
者
…
Ｏ
Ａ
事

務
科
、
製
版
科
、
電
子
機
器
科
、
洋

裁
科
、
建
築
設
計
科
知
的
障
害
者

：
繼
製
実
務
科
、
木
工
実
務
科

訓
練
期
間
１
年
（
授
業
料
無
料
）

対
各
科
、
人

応
募
期
限
皿
月
叫
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
、
同
専
門
校
垂
０
４
３

１
２
９
１
１
７
７
４
４
唖
０
４
３
１

２
９
１
１
７
７
４
５
へ

日
。
所
月
４
回
木
曜
日
、
時
弧
分

～
廻
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か
（
う
ち

１
回
は
中
国
家
庭
料
理
）

内
中
国
語
入
門
会
話
と
中
国
家
庭

料
理
（
家
庭
料
理
の
み
の
参
加
も
可
）

対
先
着
６
人

蜜
月
額
５
０
０
０
円
（
教
材
費
は

忘れずに納めましょう 英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
訓
緯
生

Ｉ

●

８
月
空
日
に
開
催
ざ
れ
た
「
第
２

回
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木
名
川
圏

域
流
域
懇
談
会
（
手
賀
沼
部
会
）
」

の
賓
料
と
議
事
要
旨
を
公
開
し
ま
す
。

同
懇
談
会
は
、
県
の
河
川
整
備
計

画
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
○

日
。
所
、
月
妬
日
（
水
）
～
ｎ
月
画

別
途
）
〈
家
庭
料
理
の
み
の
参
加
は

２
０
０
０
円
〉

申
電
話
で
に
い
は
お
倶
楽
部
・
原

壷
７
１
８
６
１
０
６
２
９

内
行
事
予
定
、
日
記
覧
、
統
計
メ

モ
、
官
公
庁
一
覧
な
ど

費
ポ
ケ
ッ
ト
判
（
哩
・
５
ｍ
×

７
．
７
聖
…
３
５
０
円
、
中
型
判

（
叫
叩
×
９
．
４
聖
…
５
５
０
円

（
郵
送
代
は
別
途
負
担
）

申
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
手

帳
の
種
類
、
数
量
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
ｎ
月
６
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１

９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
総
務

課
画
７
１
８
４
１
０
５
７
７

※
配
布
は
郵
送
の
み
（
廻
月
中
旬
）

問
総
務
課
・
内
線
２
２
９

日
、
月
率
日
（
月
遍
時
犯
分
～

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

匡烈届く繼い 手
賀
沼
。
印
旛
沼
。
根
木
名
川

圏
域
流
域
懇
談
会
の
結
果
を
公
開

ｚ
Ｏ
ｏ
３
年
版
県
民
手
帳
の
予
約

ｆ
Ｅ
１
１
川
．
Ⅱ
Ⅱ
１

’テレホンガイド
声の便 利帳

|ITEL7185-5000旧
旧
旧
旧
日
日
旧
旧
旧
旧
旧
梱
Ⅷ
Ⅵ
刈
叫
Ⅲ
州
１
Ⅱ
１
１
Ⅲ
ｌ
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅷ
１
Ｊ
加
川
Ⅲ
咀
川
川
Ⅲ
Ⅲ
冊
Ⅱ

’
1

1

＝

日
介
護
相
談
．
・
・
６
日
・
喝
日
・
如

日
（
水
）
年
金
相
談
．
：
５
日
・
四
日

（
火
）
、
幻
日
（
水
）
税
務
相
談
．
・
血

日
・
幻
日
・
墾
日
（
木
）
法
律
相
談

：
ｎ
日
・
鵡
日
・
奉
日
（
月
）
貯
蓄

相
談
．
・
・
２
日
（
土
）
、
７
日
（
木
）
、
８

日
（
金
）
、
皿
日
（
火
）
、
お
日
（
金
）
、
西

日
（
士
）
、
”
百
（
金
）
、
率
日
（
火
）
、
塑

日
（
金
）
〈
予
約
制
〉

※
介
護
相
談
は
電
話
で
の
相
談
も
可
。

所
柏
駅
西
口
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
（
柏
駅
西
口
か
ら
徒
歩
約
３
分
）

申
同
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
４
６
１
５

２
１
１
（
平
日
９
時
～
”
時
）

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
、
月
、
旦
旦
９
時
～
画
時

所
東
葛
飾
支
庁
な
ど
の
各
支
庁
税

務
課
、
各
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税

事
務
所
（
支
所
を
除
く
）

内
自
動
車
税
な
ど
の
県
税
の
納
付
、

納
税
相
談

問
柏
県
税
事
務
所
壷
７
１
４
７
１

１
２
３
１

一

我
孫
子
駅
開
設
の
功
労
者
、
飯
泉

喜
雄
氏
の
顕
彰
碑
を
建
設
す
る
た
め

の
募
金
運
動
を
哩
月
諏
日
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
顕
彰
碑
を
建
設
す
る

業
者
を
、
月
訓
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
顕
彰
碑
建
設
の
会
・

三
谷
垂
７
１
８
３
１
１
０
７
７
へ

日
釜
）
、
市
役
所
治
水
課
：
・
８
時
犯

分
～
画
時
、
県
東
葛
飾
土
木
事
務
所
、

県
庁
都
市
河
川
課
…
９
時
～
”
時

（
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
県
庁
都
市
河
川
課
容
０
４
３
１

２
２
３
１
３
１
５
６

郵
便
局
の
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

荊
月
の
無
料
相
談

飯
泉
書
雄
顕
彰
碑
建
設
に
ご
協
力
を

建
設
業
者
も
募
集
中

県
税
の
休
日
納
税
窓
口

Ｉ
‐
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

／ 、

「
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
と
が

、
月
幻
日
百
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
か
ら
手
賀
沼
を
周
回
す
る

コ
ー
ス
に
変
わ
る
た
め
、
周
辺
道

路
で
大
幅
な
交
通
規
制
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

コ
ー
ス
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
車
両
通
行
止
め
．
：
下
図
を
参
照

◎
阪
東
バ
ス
：
車
両
通
行
止
め
時

間
中
は
、
市
役
所
経
由
の
バ
ス
は
、

国
道
３
５
６
号
経
由
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
停
留
所
に
掲
示
）

◎
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ｉ
バ
ス
：
・
巡

手賀沼エコマラソン

10月2ﾌ日(日)に開催

来春小学校に入学予定の
お子さんは必ず受診を

就学予定児童の健康診断交通規制にご協力を
▼健康診断の日程▼車両懲子止めとなる区間と時間 回

バ
ス
ー
号
車
は
、
ラ
イ
フ
前
、
中

央
公
民
館
（
ア
ビ
ス
タ
）
前
、
夢
庵

若
松
店
前
の
各
停
留
所
へ
の
運
行
が

午
前
中
休
止
と
な
り
ま
す
。
（
そ
の

他
の
停
留
所
は
通
常
ど
お
り
運
行
）

※
車
両
通
行
止
め
時
間
中
は
、
手
賀

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定

の
児
童
（
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

同
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
健
康

診
断
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
自
分
で
脱
ぎ
着
が

P↑取手

鶏
①~②北柏橋~市役所下交差点

9：30～11：30・
Ｉ
ｆ
Ｆ
０
ｌ
砧
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ
刈
川
州
叫
１
Ｎ
引
酬
Ⅶ
Ⅲ
川
Ⅲ
川
叫
叩
叫
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ｉ

②~④市役所下賎点-澗細薙点
10:00～12:30

点跳

線
'嚇 詔

鰯溌懲灘盤●純－”

市役所
●

アビスタアビアビスタ北

雲零識
佐→

1
2 公園

鐸煎嚥へ霜蕊鳶醗流爾へ藷瀧 烏の博物館の
フィッシング
センターZ

物
館
な
ど
の
各
施
設
へ
は
、
車
の

出
入
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

固
教
育
委
員
会
体
育
課
垂
７
１

８
７
１
７
５
５
５

沼
公
園
、
ア
ビ
ス
タ
、
五
本
松
運

動
広
場
、
五
本
松
公
園
、
鳥
の
博

で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
各
校
と
も
午
後
１
時

か
ら
１
時
”
分

固
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

壷
７
１
８
５
１
１
１
５
１

センター
3

聯塁撒勺／瞳
③~⑤手賀大橋~(管理道路）

～柏ふるさと公園
10：50～13：00

スタート・ゴール地点
（榔､るさと公園）

の駅wしような仰匡
②~③の区間は、
歩道上がコースとなる

ため､県釧橋｡我孫

子綴は通行できます。

q
l

l

’
●

’
一
一

③~④手賀大橋~(管理道路）
～都部新田交差点

10：00～12：00 ’ ’’ ’ 1

－

項 目

市。県民税第3期

国民健康保険税第5期

介護保険料第5期

料金

納期限
(口睡語日）

31(木）

31(木）

31体）

25(金）

ファクス
ファクス

TEL7183=600C

日程

11月5日(火）

6日(水）

7日休）

11日(月）

13日(水）

15日(金）

18日(月）

19日(火）

20日(水）

2旧休）

25日(月）

27日(水）

学校名

根戸小学校

布佐南小学校

高野山小学校

我孫子第三小学校

我孫子第二小学校

我孫子第四小学校

並木小学校

湖北台東小学校

湖北小学校

新木小学校

湖北台西小学校

布佐小学校

我孫子第-小学校
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ｎ
月
妬
日
・
ロ
日
、
ア
ビ
ス
タ
や

手
堂
摘
親
水
広
場
等
の
会
場
で
「
第

２
回
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
２
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

来
年
４
月
か
ら
保
育
園
へ
の
入
園

を
希
望
き
れ
る
方
は
、
ｎ
月
１
日

（
金
）
か
ら
四
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込

み
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
普
通
保
育

対
象
保
護
者
が
次
の
①
か
ら
⑥
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保

育
が
困
難
な
、
生
後
６
カ
月
以
上
５

歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
（
来
年
４
月
１

日
に
対
象
年
齢
に
達
す
る
場
合
も
可
）

①
昼
間
、
仕
事
（
常
勤
・
パ
ー
ト
、

自
営
な
ど
）
を
持
ち
、
１
日
４
時
間

以
上
、
月
平
均
晒
日
以
上
働
い
て
い

る
②
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後

間
が
な
い
③
病
気
ま
た
は
身
体

に
障
害
を
有
し
て
い
る
④
長
期
に

わ
た
っ
て
病
人
を
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
や
む
を
得
な
い
事
備
で
子
ど
も
の

日本最大規模の鳥の寮典来
年
度
保
育
園
入
園
希
望
者
の
受
け
付
け

嘔
日
・
口
日 ジｬバﾝパードﾌｪｽテｲﾉ恥の

サポーターを募集
申
し
込
み
は
例
月
１
日
か
ら
四
日
ま
で

し

来
場
者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
・
内
容
ｎ
月
巧
旦
金
）
午
後

１
時
か
ら
８
時
…
撤
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
会
場
設
営
、
媚
日
（
土
）
・
而
日

（
且
午
前
８
時
犯
分
か
ら
午
後
５
時

：
．
会
場
案
内

申
し
込
み
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
日
ご
と
の
活

動
が
で
き
る
時
間
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記

し
、
、
月
空
日
午
後
５
時
ま
で
に
企

画
調
整
室
内
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
・

内
線
２
１
２
、
Ｅ
メ
ー
ル
一
国
○

ｓ
ご
・
酉
冨
云
○
・
○
三
づ
四
・
一
頁
四
７

１
８
３
１
０
０
６
６
へ

画
企
画
調
整
担
当
・
内
線
２
１
２

▼市。私立保育園一覧

|保育園名｜所在地

鵬菫麟“

保
育
が
で
き
な
い

◎
産
休
明
け
保
育
（
★
印
の
園
で
実

施
）対

象
生
後
諏
日
以
上
の
乳
児

◎
障
害
児
保
育

対
象
集
団
保
育
が
可
能
な
対
象
年

齢
の
心
身
障
害
児

９
２
５
５
２
３

｜
話
価
醗
却
姉
諏
班

一
２
２
３
３
２
牛

一
電
８
８
８
８
８
８

7182-1059緑★ 綱-6-2

寿1-13-11 7182-9552

湖北台★ 湖北台3-1-16 7188-2405

東あびこ 東我孫子1-5-227183-3165

根戸 7182-5572根戸967-2立

並木 7184-3983並木5-2-19
｜
日
時
・
場
所
、
月
四
日
王
）
午
後

一
一
５
時
開
演
、
市
民
プ
ラ
ザ

ー
ー
出
演
者
・
曲
目
細
谷
桜
子
ざ
ん

（
ピ
ア
ノ
）
…
愛
の
あ
い
さ
つ
、
金

一
一
子
亮
平
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）
・
篠
崎

一
一
智
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
：
．
歌
劇

一
「
歌
の
妙
薬
」
、
島
村
絵
梨
香
さ
ん

一
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
・
石
橋
綾
ざ
ん

一
一
（
ピ
ア
ノ
）
・
・
・
モ
ス
ク
ワ
の
思
い
出

定
員
当
日
先
着
１
５
０
人

犀
鬮
畿
謬
受
化
鑿
７
１
＄

一
一
５
１
１
１
５
１

I

申
し
込
み
。
固
入
園
申
込
響
字

育
て
支
援
課
、
各
保
育
園
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
壷
１
保
育

園
は
子
育
て
支
援
課
・
内
線
３
２
２

へ
、
私
立
保
育
園
は
各
保
育
園
へ

※
４
月
入
園
は
ｎ
月
に
受
け
付
け
ま

す
が
、
３
月
ま
で
に
入
園
を
希
望
さ

つくし野 つくし野4-17-27184-8822
Ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｐ
Ｉ
ｂ
Ｂ
８
Ｐ
ｒ
ｌ
４
Ｉ
国
１
１
■
ｂ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

湖北 中峠1423 7188-1059

いやし…くつろぎの音布佐宝 布佐2318 7189-2744

私
立

惠愛★ 7188-7771湖北台8-17-9

プ ラザ
コンサート

慈紘★ 7188-0874湖北台3-13-13

双葉 新木野1-2-28 7188-0665

|柏鳳|中峠台30-91柏 鳳 中峠台30-9 7188-3338

〒ーー■■一~

一一一三ー＝

｜
も
っ
と
便
利
に
成
田
線

一

一三Z‐ 一一一一－－_一_一一一一一.一

▼(仮称)双葉第二保育園の案内図

市
と
市
議
会
成
田
線
複
線
化
促
進

議
員
連
盟
で
は
、
水
空
ラ
イ
ン
成
田

線
を
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
規
定
標
語
は
和
文
字
以
内

れ
る
方
が
あ
っ
た
場
合
は
先
に
入
園

と
な
り
、
４
月
入
園
希
望
者
が
優
先

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

保
育
園
の
入
園
希
望
者
を
ｎ
月
１

日
か
ら
四
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

所
在
地
柴
崎
１
８
２
の
暉
（
左
図

参
照
）

定
員
”
人
（
一
時
保
育
を
実
施
）

申
し
込
み
。
画
双
葉
保
育
園
壷

７
１
８
８
１
０
６
６
５
へ

※
臨
時
保
育
士
も
募
集
し
て
い
ま
す

（
仮
称
）
双
葉
第
二
保
育
園
が

来
年
６
月
に
開
園
予
定

、

水
空
ラ
イ
ン
成
田
線
の
標
語
を
募
集

△写真ｺﾝｸーﾙの作品(｢秋一色｣艫孝飢）※天王台駅北口から徒歩約8分

日
時
ｎ
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
如

分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所
古
利
根
公
園
「
自
然
観

察
の
森
」
入
口
（
参
加
無
料
）

内
容
古
利
根
公
園
み
ど
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
指
導
に
よ
る
自
然
観
察
、

竹
を
使
っ
た
器
・
は
し
づ
く
り
ほ
か

対
象
ど
な
た
で
も
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

持
参
小
刀
ま
た
は
カ
ッ
タ
ー
、
軍

手申
し
込
み
・
固
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
４
４

皿
７
１
８
５
１
４
３
２
９
へ

応
募
方
法
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

Ｅ
メ
ー
ル
に
標
語
、
住
所
、
氏
名

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
皿
月

８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
豆
市

役
所
成
田
線
複
線
化
推
進
室
「
成
田

線
標
語
募
集
」
係
四
７
１
８
３
１
０

０
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ル
穴
詩
異
匡
Ｐ
⑤

。
冨
琶
・
』
ず
一
声
○
・
○
一
二
一
煙
・
一
己
へ

固
成
田
線
複
線
化
推
進
室
・
内
線

２
１
１

表
彰
最
優
秀
賞
１
点
（
１
万
円
相

当
の
蛍
品
）
、
優
秀
賞
２
点
（
５
０

０
０
円
相
当
の
賞
品
）

※
入
選
者
と
入
選
作
品
は
、
後
日
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

古利根公園

"自然観察の森'， 郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

里山あそび

文芸だより
一
」ぴあ 俳句短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)｡ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室山本寛太選 竹 内 旦 選

寸

墨
を
磨
る
音
の
か
そ
け
き
夜
長
か
な
渋
谷
多
佳
子

と
ぴ

天
高
し
鳶
の
男
の
身
軽
ざ
よ
下
田
繁
樹

い

・
卦
蝿
の
し
が
み
つ
く
枝
活
け
ら
れ
て
山
口
魁

繁
達
の
又
一
湿
り
撫
恥
壁
草
隼

ひ
ぐ
ら
し
ま
と

蝿
や
夕
影
繩
ひ
椎
大
樹
高
橋
喬

き
び

子
離
れ
の
淋
し
さ
に
耐
え
稲
を
刈
る
野
口
こ
う

蕊
木
戸
に
転
居
の
知
ら
せ
こ
ぼ
れ
萩
小
林
光
江

寝
返
り
を
う
つ
初
孫
に
せ
み
し
ぐ
れ
秋
葉
満

り
ん

炎
暑
に
も
ア
メ
リ
カ
芙
蓉
の
大
輪
は
芯
に
紅
さ
し
凛

お

と
咲
き
居
り

村
上
道
代

湖
北
野
に
「
鎌
倉
の
道
」
と
ふ
あ
り
て
わ
く
ら
ぱ
し

た
ど

だ
き
辿
り
て
下
り
ぬ
東
海
林
詳
和

く
り
や

嫁
呉
れ
し
花
柄
エ
プ
ロ
ン
初
に
着
け
朝
の
厨
に
は
な

や
ぎ
て
立
つ
新
藤
道
子

が
ん

声
を
上
げ
飛
ぶ
カ
ナ
ダ
雁
遠
く
ゆ
く
を
立
ち
つ
く
し

見
つ
久
々
に
し
て
三
谷
和
夫

薄
氷
を
踏
む
心
地
し
て
応
援
す
進
退
か
く
る
費
乃
花

関
新
堀
孝
女

は
げ

若
き
日
に
烈
し
く
燃
え
し
愛
の
火
は
年
古
り
し
今
も

静
か
に
燃
ゆ
る
須
田
博

Ｏ
し
曇
ど

き
に
わ

朝
露
を
頻
り
に
こ
ぼ
す
白
萩
に
狭
庭
の
音
も
い
と
静

か
な
り

須
田
利
夫

そ
の
昔
海
難
事
故
の
多
か
り
し
と
ふ
犬
畔
鍔
塞
灯
台
の

尊
し

青
木
正
子

’

九
月
の
末
に
雑
木
林
を
訪
れ
る
と
、

ク
ヌ
ギ
が
雲
を
つ
け
、
実
は
地
面
に

も
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。
ク

ヌ
ギ
の
花
は
四
～
五
月
に
咲
き
、
実

齢

は
翌
年
の
秋
に
稔
り
ま
す
。

ク
ヌ
ギ
の
実
は
ド
ン
グ
リ
と
呼
ば

れ
、
童
謡
に
も
歌
わ
れ
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
「
ド
ン
グ
リ
こ
ろ
こ

ろ
ど
ん
ぶ
り
こ
お
池
に
は
ま
つ

クヌギ

(ぶな科）

て
さ
あ
大
変
ド
ジ
ョ
ウ
釦
川
可
諏
，
一

て
今
日
は
ぽ
つ
ち
ゃ
ん
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
」
…
な
ん
と
心
温
ま
る

歌
で
し
ょ
う
。
ド
ン
グ
リ
は
高
さ
が

二
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
り
、
ほ
ぼ
球
形
で

転
が
り
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。

け
ん
か
か

ド
ン
グ
リ
は
堅
果
と
呼
ば
れ
る
果

じ
つ
か
ひ

か
た

実
で
、
果
皮
は
木
質
で
堅
く
、
熱
し

て
も
裂
け
ま
せ
ん
。

葉
は
秋
に
な
る
と
枯
れ
ま
す
が
、

蕊
芋
、
毒
蕊
す
る
ま
蟇

に
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
葉
を
切
一

り
そ
う

り
放
す
し
く
み
の
離
層
が
発
達
し
て
一

い
な
い
か
ら
で
す
。
ク
ヌ
ギ
の
樹
皮
一

は
タ
ン
ー
ラ
を
多
く
含
む
の
で
皮
一

な
め
し
に
使
い
ま
す
。
材
は
木
炭
の
一

材
料
と
し
て
、
ま
た
シ
イ
タ
ケ
栽
培

低
た
き

の
楕
木
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

，
副
‐
生
倣
Ｌ
写
真
肱
Ｍ
輌
確
肺
卜
‐
』

一
Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

有
料
で
＊
ラ
イ
オ
ン
製
・
製

図
機
（
台
付
き
）
・
・
・
平
田
壷
７

１
８
２
‐
１
０
７
８
８

無
料
で
＊
ベ
ビ
ー
バ
ス
…
海

老
原
壷
７
１
４
９
１
７
３
３
１

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

有
料
で
＊
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
…
畷
瀬
垂
７
１
８
４
１
０

０
４
９

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

鱸
話
し
て
く
だ
さ
い
。

．
ｉ
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
遡
っ
品
物
は
、
日
用
雑
貨
等

の
耐
久
消
費
財
で
丈

圃
ふ
れ
あ
い
工
房
壷
７
１
８

６
１
５
５
０
０ 不用品｜
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人口と世帯数(10月旧雰粧）⑦人口129,506人外国人843人/n世帯数48,683世帯厩鍵この広報紙は100%再生紙、大豆インクを使用しています


